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　今から100年も前に、座敷牢に幽閉された障害のある人たちを救おうと立ち
上がった精神科医がいる。その人の名は呉秀三（くれ・しゅうぞう）。世田谷区に
ある都立松沢病院が開設されたときの初代院長。　1918年(大正7年)に、　呉
は全国の「座敷牢」を調査し『精神病者私宅監置の実況および、その統計的観
察』を発表した。「この病を受けたる不幸の外に、この国に生まれたるの不幸を
重ぬるもの」と訴え、日本の障害のある人たちの惨状を、　はじめて明らかにし
た。

 いつの時代も、社会を前に進めるのは、一人の気づきとそれに触発された大勢の仲間たちです。　いまも心の病を持つ人た
ちが正しく理解され、その人権が十分に守られているとはとても言えません。しかし、彼らが私宅監置などのもっとひどい処
遇を当たり前に受けていた時代に、　呉秀三はそのおかしさに気づき、　病者に治療と福祉の光をあてようとしたのです。私も
本作から多くを学び、勇気づけられました。　 立教大学教授　香山リカ

　1897年（明治30年）、東京帝大・巣鴨病院の医長に就任した呉は、ドイツ、ウィーンに留学し、精
神病を分裂病（統合失調症）と、躁うつ病（双極性障害）に分類したクレペリンの教えを受けた。帰
国の前に呉は、　ベルギーのGeelの地域精神保健センターを訪れた。　障害のある人たちを隔離
収容するのではなく、「里親制度」のもとで、街の中で暮らし、働き、地域の人々と交わるなかで治
療する地域精神保健がとりくまれているのを目にした。それに影響を受けたことが、呉の精神医
療の礎となった。帰国した呉は、　巣鴨病院医長として、　ただちに「座敷牢」の調査と統計に着手・
発表した。その翌年の1919年（大正8年）に、巣鴨病院が世田谷の松沢に移転し、東京都立松沢
病院病院の院長に就任した呉は、　まだ向精神薬のなかった時代に、　「拘束具の廃止」を決断し、松沢
病院にあった拘束具を焼き払い、初めて作業療法にとりくんだ。　

　皮肉にも呉が「座敷牢と拘束具の廃止」を呼びかけてから100年を経た現在でも監禁事件が起きている。2017年12月「大
阪府寝屋川市で監禁死亡事件」、2018年4月「兵庫県三田市監禁事件」の報道は多くの人々に衝撃を与えた。
なぜ呉は、人権を保障する日本国憲法や福祉法がない100年前に、座敷牢の廃止を呼びかけることができたのか?　どうし
て拘束具を廃止できたのか？　にもかかわらず現代日本で、　座敷牢の発覚や拘束具の増大という事態が生じているのか？
映画『夜明け前』を通して改めて考えてほしい。　　


